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1主 題設定の理由

便利 さや手軽 さの中 で,自 らもの を創 り出す ことの少な くな った現 代の生 徒 たちに とって,

美術 の授業 の中で,制 作を通 して,自 分の発想 や構想 が実現 す る喜 びや,苦 労 して作品 を完 成

させ る満足感 な どを体験 させ ることが特 に必要 な ことであ ると考 え る。

本来,美 術 の授 業の中で作品を制作 す るということは,素 材 と生徒 自身 が もっ イメー ジとの

双方 向の コ ミュニケーシ ョンのなかで成立 す る学 習であ る。 この制作過程 にお ける素材 の体験

が,生 徒一 人一 人 に美的な表現への関心 ・意 欲 ・態度 を養 い,自 己実 現にっなが る第一歩 とな

る。

美術 におけ る素材 といって も,表 現 材料 や道具,あ るい は,モ チー フまで も含む幅 の広 い も

ので あ る。 しか も,そ れぞれの素材の もっ よさや特性 などが生徒一人一 人の イメー ジに及 ぼ す

影響 などは大変大 きいものがあ る。

そこで,美 術 の各領域 で,素 材の もっ可能性 や特性,よ さな どが,生 徒 のイ メー ジや制作 意

欲 などに影響 を及 ぼす有機 的な関係を探 ってい くことは,と りもなお さず,生 徒一 人一人 の興

味や関心 に働 きか け,自 ら意 欲的 に取組 む授業 の創造 にっ なが ってい くので はな いだ ろ うか 。

このよ うな考 え方 に立 って,本 研究 にお いて,我 々が,特 に,素 材 に着 目 した理 由 は,表 現

意 図を生かす素材 の もっ可能性 や発展性 を探 ることによ り,生 徒一人一 人に材料 ・技法 な ど と

の関係の中 で,全 体 の構想 を考 え させ,制 作 に じっくりと取組 む態度 を養 い,美 的情操 を豊 か

にす ることがで きると考 えたか らであ る。

以上 の ことか ら,本 研究 において は,研 究主題 を 「素材を生か し,表 現 の楽 しさを味わ わせ

る指導 の工 夫」 に設定 し,素 材 と表現 との関係 を中心 に研究 を進 ある ことに した。

2研 究の構造

＼ ＼↑ノ
表現の楽 しさ

素材体験

/
特性 ・発展性
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3 素材 と美術の関係
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絵画 は白 くて四角 い紙 や画布 に,絵 の具で塗 り重 ねる とい う固定観念 か ら解放 し,そ の紙 や

画布 の代 わ りに様 々な素材 を使用す ることによ り,素 材 が もっ特性 を生 か し,利 用す る ことに

よるイ メー ジの広が りが期 待で きる。

授業研究 一1「 家族の 肖像」

素 材:ダ ン ボ ー ル を 使 っ た ド ロ ー イ ン グ,コ ラ ー ジ ュ,ペ イ ン テ ィ ン グ

1.題 材設 定の理由

絵画 の授 業にお いて は,「 画用紙」 や 「スケ ッチブ ック」 に描 くとい うこ とが あた りまえ

と して受 け止 め られて いる。 しか し,絵 画 の歴史 を考 え ると画布 や紙 に描 き始 めた時代 よ り

は るかに長 い時代,絵 は壁 や板 に描 かれて いた。

このよ うな事実 をふまえ,ダ ンボールな どを画用紙 のかわ りに使用す ることに より,画 用

紙 に描 くとい う固定概念 か ら解放 す るとともに,ダ ンボールの もつ強度 や材質感 を利 用 し,

自由で大胆 な面 の切 り取 りや,存 在 感あ る厚 みの コラー ジュ,ペ イ ンテ ィングに よる色 彩効

果 などを生 か した表現 を させた い。

また,絵 画の表現 は,表 現材料 と しての素材 ばか りではな く,モ チー フ(こ こで は家族)

としての素材 も重要 な要素 とな る。制作過程 の中で,表 現材料 やモチー フを生 か して様 々 な

生徒 の思 いや願 いを画面 に自由 に表 現 させ たい。以上 の ことか ら本題材 を設定 した。

2.指 導 目標

・(1)素 材 の もっ特性 を生 か し,自 由な表現 を させ る。

② 材質感 などを生 か した創造 的な表現力 を養 う。

③ モチー フ(こ こで は家族)と の関わりを考え させ,

群像 の表現 が画面構成 の中に生 か させ る。
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3.展 開 例

導

入

50

分

学 習 の 流 れ

○本時 のね らいと制作 にっ いて

知 る。

○家族を題材にした作品の鑑賞

○ ダ ンボ ー ルの 特 色,材 質 は どの よ うな も の か

を理 解 させ る。

・普 段 の生 活 の中 で ダ ンボ ー ル は ど の よ う な も

の に使 用 され て い るか 。

構 想 を練 る。 ○ ス ケ ッチ を重 ね,い ろ い ろ な ポ ー ズ や意 図 な

・エ ス キ ー ス に よ る家 族 紹 介 。 ど構 想 を練 らせ る。

○下絵 を制作 す る。

○ ダ ンボ ー ルを切 る

○ 画面 構 成 を工 夫 させ る。

・い ろ いろ な材 料(鉛 筆,コ ンテ,水 彩 な ど)

で紙,ダ ンボ ー ル の上 に ス ケ ッチ させ,材 料

の特 性 を理 解 させ、 表 現 の違 い や新 しい技 法

な どを発 見 させ る。

0新 しい絵 画表現 の素材 に興味 を起 こさせ制 作

に意 欲を もたせ る。

一 一4-一
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め

・

一

時

間

○ 切 り取 った ダ ンボ ー ル に 下 絵

を描 き,着 色,コ ラ ー ジ ュ しな

が ら作 品 を完 成 させ て い く。

サ

カ ち

ざ

制作風景

撃

。

箋

騨
轟

○作品 を並 べて合同鑑賞 す る。

晶瓢 螂.
鑑賞風景

バ び モ

雌ド 々 灘
ヨ 　　ひ　　ま

爵㌧.

L卦

の
あガ

○切 る,塗 る,貼 るとい う行為を繰 り返す とい

う素材 の体験 を大切 にさせ,そ れによ って得

られた発見 を作品 に生かす よ うに させ る。

・素材(ダ ンボール)の もっ強 さ,厚 みな どを

表現 に取 り入 れるよ うにさせる。

○人物 と背景 との関係 など,構 図に工夫 をさせ,

自分 の意図 を効果的 に表現 で きるよう工 夫 を

させ る。

○構想 を練 る段階 でのス ケ ッチだ けで はな く、

制作過程 におけるスケ ッチの重要性 を理 解 さ

せ る。

○作晶 の並 べ方 もそれぞれに工夫 させ る。

・壁 にかけ る,壁 に立 てかけ る,机 の上 に置 く

な ど自分 の作 品にふ さわ しい並べ方を考 え さ

せ る。

○豊 かな表現 が出来 たか,互 いの作品か ら学 ば

せ る。

4.評 価 と考察

(1)ダ ンボールの特徴 を うま く生か した表現 がで きたか。

② 人物 の特徴を と らえた色使 いや単純化 ・強調 などがで きたか。

{3>画 面 構成が工夫で きたか 。

④ 興 味 ・関心を もち,意 欲的 に制作す ることがで きたか。

生徒作品

、識 灘

.
騒

義

の 聾

,鐙 譲塾 謡 一 妙
擁 罎撚 譲

生徒作品
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授業研究 一2「 家族の 肖像」

素 材1ベ ニ ヤ板 及 び 桂 板 を使 用 した ドロー イ ング,コ ラー ジ ュ,ペ イ ンテ ィ ン グ,彫 刻

1.題 材設定の理 由

元来,絵 画 はその主題 に合わせて板 や漆喰,岩 肌,画 布,紙,金 属な どに描かれ て もいい

ものなのだが,最 近 で は,絵 画 は 「紙 および画布 に描 くもの」 と思われて いる所が あ り,学

校 で も通常 は,画 用紙 を使用 してい るのが現状 であ る。本来,絵 画 は主題 に沿 って,モ チー

フと表現材料 な どが共 に能動 的に刺激 しあ うことによ り,イ マ ジネーシ ョンを拡大 させ,造

形活動 をよ り一層豊 かにす るものである。 しか し,時 と して,表 現技法 やそ こに使用 され る

絵 の具 な どが中心 にな り制作過程が あま り重視 されな くな ることもあ る。

そ こで今回,絵 画 を板 に描かせ る ことにより,こ のよ うな概念[絵 画一紙 ・画布]と い っ

たことを壊 し,画 面 になる板 も作品制作の重要 な要素 であ ることを生徒一 人一 人 に理解 させ

るこ とを中心 に制作 にあた らさせた。「絵画 は四角 い画面 に描か な けれ ばな らない」 と い う

原則 を信 じて育 った生徒 たちに とって は,自 由 な画面 の枠取 りによ る制作 は興味深 い もの で

ある と考え る。

また,こ の題材 は,モ チーフ として表現 しようとす る,家 族 のイ メー ジを 自由 な画面 の枠

取 りの中で表現 がで きて,は じめて素材 と しての板 の特徴 が生 きて くる。

特 に本研究 においては,家 族 と自分 自身の関係 を深 く見 っめ させ,そ れをイ メージ豊 か に

具体的 な形 に表現 させ ることをね らいと して本題材 を設定 した。

2.指 導 目標

(1)木 目や木肌を主題 に合 わせて生かす。

② 表現 の道具 と板 との関係 を理解 させ 自由な表現 をさせ る。

③ モチー フ(こ こでは家族)と 自分 とのかかわ りを深 くみっ め させ,具 体 的な形 と して表

現 させ る。

3.展 開

学 習 の 流 れ 指 導 上 の 留 意 点

導入

1

時間

「家族 の 肖像」 画 を鑑賞 し

制 作のね らいを知 る。

◆ なぜ、板 に描 くのか,そ の理 由と効果を説明す る。

◆木材 の特質 につ いて,説 明す る。

展開 ◆ ア イ デ アを練 る。 ◆記念撮影的 な 「家族の 肖像」 にな らないよ う配慮

す る。
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時 間

ま

と

め

無 趣 畷;
1仁 、 一一s"tJJ.層 一.i

◆下絵 を描 く。

緯輸 繍
鰹 ラ◎(＼/

◆ 構 成 ・フ ォル ムを決 あ る

一/r恢 /〆 一、 ・、

1《二惣 ラ 州
1老}/1i

◆板に転写

◆ アク リル絵 の具 を着 色す

る。油絵 の具 で もよい。

◆ 板 の フ ォ ル ムを 切 る。

◆ 合同鑑賞をす る。

ま ヤあガ

◆画面構成を 工-夫させ る。

◆人物 の後 ろ姿 も描かせ る。

◆表現意図 に合わ して彫刻刀を使 わせ る。

◆ ノ コギ リな ど工 具 を 正 確 に使 用 させ る。

1…9

:劉騨
欝懸響
、等1継

㍗鑓 臨
◆ 削 る ・彫 る ・切 る ・貼 る ・塗 る な ど の[絵 の 具 以

外]造 形 活動 を取 り入 れ させ る。

◆表現の構成 や表現 方法 に工夫が あ るかを考 え させ

る。

-7一



ま

と

め
◆数点選出 し,作 者 に制作

の感想[苦 労 した点 ・表

現 したい こと]な どを発

表 させ る。

◆感想を紙 に書 く。

◆展示方法[壁 にかけ る,宙 につ るす]な どをお互

いに考 え させ,ア ドバ イスさせ る。

◆木 の特質 を生 か して いるか を観察 させ る。

4.評 価 と考察

{1)板 の特質 を生 かす ことがで きたか。

② 表現 の主題 にあ った画面 の枠取 りができたか。

③ 材料 ・用具 をていねいに扱 えたか 。

{4}用 具 を正確 に扱 えたか。

⑤ 工夫 あ る構成 にな ったか。

参考作品

　 い へ

鹸
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彫 噸亥

立体造形 において,肌 触 りや重量 感な どの素材 とのふれあいか ら得 られ る感触 が彫塑独特 の

特性 であ り,こ の素材 との体験 よ りイメージがふ くらむ ものであ る。また.立 体 がっ くられ て

い く過程 の中で,形 を 自由 に変化 させ たりす るな どの発想 を豊 かに広 げてい くことがで きる可

能性 も含 まれて いる。

授業研究 一1「 金網で鳥をつくろう」

素 材:金 網,針 金,粘 土

1,題 材設定の理 由

金網 を立体造形 の中心素材 として使 うことで,

(1)変 形が容易 で,や り直 しがで きる。

② 細部 に とらわれず,全 体 の形 を とらえ ることに意識を集巾 させ る ことがで きる。

⑧ 中空 の形 が作 れ るので,大 き く変化 に富んだ立体造形がで きる。

等 の素材 として の可能性 が考 え られ る。 これ らの素材 の可能性を生徒一人一人に把握 させ,

製 作の明確 な目標 を もたせ ることで,素 材 とふ れあ う様 々な個性的 な作品を作 り出す表 現 の

楽 しさを感 じさせ ることがで きると考 え,こ の題材を設定 した。

2,指 導 の ね ら い

(1)鳥 の形 の特 徴 を と らえ,立 体 と して表 現 させ る。

② 金 網 の特 性 を考 え,造 形 に生 かす 。

(3)材 料 や技 法,制 作 手 順 な どを理 解 さ せ る。

(4)自 他 の作 品 を鑑 賞 し,そ の ア イ デ ア や工 夫 や技 法 にっ い て評 価 させ る。

3,展 開例

〈学習 の流 れ〉 〈指導の要点〉 〈評価の観点〉

鳥 の形 を観 察 し,立 体 と

ω して の形 の と らえ方 を 理

墜竺 一___1

鳥 の剥製 を用 意 し,横 か らだ け

で な く前 や上 か ら見 た形 を気 付

かせ る。
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(2)

(3)

(4)

(5)

〈学習の流れ〉 〈指導の要点〉 〈評価の観点〉
　

実 物 や図鑑,写 真 な どか

ら鳥 のスケ ッチをす る。 一

前 ・横 ・上 か ら見 た と き の形 を

描 か せ,立 体 と して 表 現 で き る

よ うに させ る。

一

各方 向か らの形 の把

握 がで きてい るか。

一

針 金 でつ くる骨 組 み の図

を描 く。

i

一
金網 を上 か らは る基礎 とな る部

分 の構造 を理解 させ る。

一
適切 な構造 図 が描 け

たか。

↓ ↓ ↓

針金 で骨組みをっ くる。
一 作 品の大 きさに注意 させ,針 金

の接合方法を理 解 させ る。

一
しっか り と した 骨 組

み が で き たか 。

(見本)

丸 め た り,ふ く らま せ た りい ろ

い ろな 変 形 が で き る こ と に気 付

か せ,切 った り,接 合 した りす

る技 法 にっ いて も理 解 させ る。

}

素材の 特性 を知 り造

形 への イメ ー ジが で

て きたか。

金 網 を変形 させ,そ の特

徴 や可能性 を探 る。

一
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(6)

(7)

〈学習の流れ〉 〈指導の要点〉 〈評価の観点〉

金 網 で 肉 付 け を す る。

胴 体

↓

頭 ・首 ・くち ば し

↓

尾 羽 ・翼

金網 の特性 を生 か し

た成形 が で きたか。

計 画 した鳥 の形 が で

きたか。

一

金網の特性を生か して,頭 や胴

体 などのふ くらみ,羽 の部 分 な

どの制作 を工夫 させ る。

一

【

(見本)

木 に固定 す る。
一

ステ イ プ ル(と め金)で し っか

り止 め させ る。

一
し っか り固 定 で き た

か 。

粘 土 を 薄 く金 網 に は りつ け(8}

る。

(9)着 色 す る 。

(1①

金網 の感 じを失わ ないよ うに,

立体感 ・重量感を強調 させ る。

金属性 の塗料 で仕上 げをさせる。

材 料 の感 じを生 か し

た仕上 げがで きたか

自他 の作品 を鑑賞 し,意 見

を発表 した り感想 を書 く。

一
それぞれの作品の アイ デア や工

夫や技術にっ いて考 え させ る。

一
この作 品 の よ さや工

夫 の しど ころが理 解

で きたか。

5.作 品 例 ・資 料

生徒作品 生徒作品

毘
告
拶
塾■
■
螺
識
壽
…『

生徒作品
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授 業 研 究 一2「 スポ ー ツ を す る人」

素材:針 金,粘 土

1.題 材 設 定 の 理 由

「人 体 の塑 像 」 と い う課 題 は,美 術 教 育 の なか で は一 般 的 な もの で あ る。 しか し,現 代 の

中 学 生 に,た だ 「物 をっ くる」 と課 題 を 与 え て も意 欲 の高 ま りは あ ま り期 待 で きな い傾 向 に

あ る。

現 代 の生 活 に お いて,ス ポ ー ツ は 自分 が 参加 す る とい うば か りで な く,見 る と い う要 素 も

重 要 な もの の一 っ で あ る。 最 近 は マ ス コ ミの発 達 に よ り,世 界 の トップ レベ ル の競 技 ・演 技

を そ の場 に足 を 運 ば な くて も,い ろい ろ な角度 か ら と らえ た映 像 や 印刷 物 と して 目 にす る こ

とが で き る。 そ して,そ れ らの 映 像 や 印 刷物 の 中 に,直 接 目 に した とき に は見 過 ご して し ま

うよ うな ドラマ チ ッ クな瞬 間 を 発 見 す る こ とが多 く,そ れ を テ ー マ 「ス ポ ー ッ を す る人(ド

ラマ チ ック な瞬 間 を っ くる)」 に取 り入 れ る こ とに よ って生 徒 の制 作 意 欲 が高 ま る と考 え た 。

「塑 像 に よ り人 体 を つ く る」 場 合 に は,粘 土,心 材(針 金)を 素 材 と して扱 うが 「ドラ マ

チ ッ クな 瞬 間 を っ くる」 と副題 が付 い た と き,制 作 す る うえ で,心 材(針 金)の 役 割 が 重 要

に な って くる。 なぜ な ら,ド ラマ チ ックな 瞬間 の表 現 は,陸 上 競 技 の ハ イ ジ ャ ンプ の 空 中 姿

勢 や サ ッカ ーの ゴ ー ルキ ーパ ーが シ ュー トさ れ た ボ ー ル に飛 びつ く瞬澗 な ど,動 い て い る 最

中 で あ り,静 止 して い る状 態 で は極 め て バ ラ ンスが 取 りに く く,心 材(針 金)で どの よ う に

安 定 させ るか が ポ イ ン トと な るか らで あ る。 ま た,針 金 を人 体 の心 材 以 外 の表 現,例 え ば,

水 泳 競 技 の 水 面 の 表 現 や棒 高跳 びの ポ ー ル とバ ー に も活 用 で き る。 この 様 に,制 作 途 中 に お

い て も素 材 の性 質 を 理 解 し,工 夫 して い く こ とで 表 現 の楽 しさを 味 わ わ す こと が で き る と考

え た 。

以 上 の よ うな観 点 か ら,粘 土 の性 質 を理 解 し制 作 を進 め,自 分 の イ メ ー ジを具 体 化 させ て

い く こ とに よ り,創 造 の喜 び と完 成 時 の成 就感 を 味 わ わ す こ とが で き る と考 え ,こ の題 材 を

設 定 した。

2.指 導 の ね らい

(1)資 料 集 め を しな が ら,入 体 の動 作 中 の 美 しさを探 り,そ れ を感 得 さ せ る。

② 人 体 の構 造,プ ロポ ー シ ョ ンを理 解 させ る。

(3)針 金(2種 類 の太 さ)の 性 質 を理 解 させ,人 体 の心 棒 をバ ラ ンス よ く制 作 させ る こ と に

よ り針 金 とい う素 材 で制 作 す る こ との楽 し さ,成 就 感 を味 わ わせ る。

(4)粘 土 の 性 質 を 理 解 させ,肉 付 け(彫 りを して もか ま わ な い)を 行 い,粘 土 に よ り表 現 す

る こ との 楽 しさ,成 就 感 を 味 わ わ せ る。
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3.指 導 計 画 例

導

入

制

作

学習の流れ

説 明

[1時 間]

参考資料

作品鑑賞

[1時 間]

心棒 の制作

[3時 間]

ポ ー ズ を っ

け,台 に 固

定 す る

[3時 間]

麻紐 を巻 く

[1時 間]

指 導 の 要 点

○ 「ス ポー ツをす る人(ド ラマ チ ック

な 瞬 間 を っ く る)」 の制 作 の ね らい

や 資料 集 め の説 明 。

○ ラ フ スケ ッチ の描 き方 の説 明 。

※立 体 的 に,細 部 は省 略 して 描 く。

○参考作品 を鑑賞す る ことによ り,制

作 への興味 や関心,表 現す る意欲 な

どを高 め る。

○心棒 の制作 の前 に,針 金 の性質 と道

具の使 い方 を理解す るため,自 由制

作の時 間を設定す る。

・針金1本 とラジオペ ンチを配布

※曲 げる ・折 る ・ね じる ・巻 く ・切

る ・たたいて延 ばす 。

○既成 の教材 は使 わず,針 金2本(太

い もの細 い もの)で 制作す る。

」

○制作意図を再確認 し,関 節の位置 と

曲が り具合,ね じれ,傾 きな どに留

意 しポーズをっ け,台 に固定 す る。

・必要 に応 じて,支 えや用具に使 う

針金を配 布。

※木 ネ ジで台の板 に固定

○粘土 を付 けやす くす るため,心 棒 の

必 要な部分 に麻紐 を巻 く。

評価の観点

・制 作 の ね らい が 理

解 で きた か 。

・ラフスケッチの 描 き

方 が理 解 で き た。

・題材 に対 す る関心 ・

意 欲 が高 ま ったか。

・針金 の性 質 と道 具

の利用法 を理解 で

きたか。

・素材 と しての針 金

の可能性 を発 見 で

きたか。

・心 棒 が バ ラ ン ス よ

くで きた か 。

・制 作 手 順 を 理 解 し

表 現 す る喜 び を 味

わ った か 。

・制 作 意 図 に した が

い ポ ー ズ をっ け,

工 夫 して 、台 に 固

定 で き た か 。

・太 くな らな い よ う

に注 意 す る。 特 に

手 首 や足 首 。
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一

肉づ け ○表現 したい人物 の体型,肉 付 きを粘 ・粘土 の性質 を理 解

[5時 間] 土 で表現す る。 し,制 作 を進 め ら

れ たか 。

!

・制作意図 どお りに

∫

♂ 簸,

入物 を表現 で き,

制作 の楽 しさを 味

わ え たか 。

重ヂ
ぜ

》

塗装 ○塗料 の性質 を理解 し,塗 装 を行 う。' ・塗料 の性質を理 解

[1時 間 〕 し,塗 装 が で き た

か

ま
鑑賞会 ○お互 いの作 品を鑑賞 し,そ のよ さを ・素 直 にお互 いの作

[1時 間] 学 び合 う。 品を鑑 賞 しあい,
と

よさや努 力を感 じ

あ る ことが で きたか 。

4.評 価

(1)針 金 とい う素材 の性質を理解 し,表 現 の可能性 を意識 して制作 で きたか。

② 粘土 とい う素材 の性質を理解 し,制 作意図 どお りに制作 で きたか。

(3}表 現す る楽 しさを味 わえたか。

5.作 品 例

生徒作品 生徒作品
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ち ゅう、

授業研究一3「 印材を利用 して彫刻(鉦 γをつくる」

素材1印 材(華 彫石)

1.題 材設 定の理由

・「石」 とい うと硬 いイ メー ジを もっが,印 材 に使われ る 「石」 は比較 的 や わ らか く,木 目

のよ うな もの もないため,彫 刻の素 材 と して は加工 しやすい。

・石 に は個 々に偶然的 な模様 があ り,天 然素 材の利 用についての体験 に もな る。

・鉦 と しての彫刻 は,装 飾性 と実用性を兼ね備えてい る。

・塑像 と異 な り,や り直 しが効か ないため,計 画的にかつ慎 重に制 作す る必要 があ る。

2.指 導 の ね らい

(1)石 の模様 や磨 いた ときに出 る光翠 を生かせ るよ うな デザ イ ンを考 えさせ る。

② 装 飾性 と実用性 の両立 を考 えさせ,印 章 の鉦 と して彫刻 させ る。(強 度を考 えさせ る)

(3)1・2年 で学習 した知識 や経験 を生か し,立 体的 なイメー ジを表現 させ る。

(4)彫 刻 の技法 の理解 と,デ ザイ ンとの関係 およびその手順を考 えさせ る。

3.指 導 計 画 例

学習の流れ 指 導 の 要 点 評 価 の 観 点

○ 図案の作成 ・石 に触 れ,重 さ,硬 さ,石 の 。っ や が 生 き る よ う

模様を確 かめ る。 な デ ザ イ ンか 。

・磨 いた ときに石の光沢 が生 か 。石 の性質を考 え て

せ るような形 を考 え させ る。 い る か 。

・鉦 と して の 強 度 を考 え ,押 印 。立 体 と して の形 の

の 際,力 を か け られ るよ うな 工 夫 はあ るか。

形 に させ る。
・立体図を想像 しなが ら平面 図

を 完 成 させ る。

○ 彫 り方 の ・全体 の形を変え る場合(四 角 。手順 と道具 を考 え

計画 を立 てる 柱→四角す い等)や 平 行 に切 て,計 画を立 て て

り取 る場 合 は糸 の こ,ド リル い る か 。

を使 用 させ る。

・彫刻複雑 な形 や球を彫 るよ う

な ときは彫刻刀 とを中心 に制

作 させ る。

○ 転 写 ・図案 を正面 と側面,背 面 にカー

ボ ン紙 で写 させ る。

○ あ ら取 り ・デザイ ンを手 がか りに不 必要 。糸 の こ,ド リ ル を

な部分 を糸 の こや彫刻刀 で削 有効利用 して い る

り取 らせ る 。 か 。
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I

a糸 の こを使 用 1
。不 必要 な部分 を残

していな いか。

受』 一 占 一 編 一 窃

b彫 刻刀を中心使用

司 一 経 一 些 一,

○ 彫 る1・ 全体 を見 なが ら形雄 えて い 。イ メ ー ジ に し た が っ

さ らに細 か く1く 。 て制作 で きたか。

彫 りす す め る。 「 ・細 か い部 分 を彫 る と きに,削

りす ぎ に注意 させ る。

○ 仕上げ ・必 ず 水 を っ け させ る。 。っ や が で る よ う に

耐 水 ペ ーパ ー ・大 きな傷 は ,彫 刻 刀 で 削 り と 磨 い て い るか 。

で磨 く。 ら せ る 。

犠 竃 薫
《生 徒 作 品》

考 察

・立 体 造 形 に お いて ,金 網(鳥 をっ くろ う)や 針 金(ス ポ ー ツ を す る人),石 印 材(鉦 を っ く

る)を 素 材 と した こ とに よ り,生 徒 自身 が ど の よ うに表現 した い の か,ど の よ うに っ く りた

いの か,と い う制 作 意 欲 や意 図 に沿 った表現 の可 能 性 を 広 げ る こ とが で きた 。
　

これ は,比 較的加工 しやす い素材 で,立 体 と しての形 をっ くることが容易 で あったため と考

え られ る。

・「鳥 をっ くろ う」 は,素 材 とのふれあいを大切 に しなが ら,細 部 に と らわれ ず全 体 の形 で立

体を表現 で きた。 また,中 空 と したことにより,比 較 的軽量 で大 きさや動 きな どに変化 に富

んだ作品 の制作 を可能 に した。

。「スポー ッをす る人」で はさまざまな瞬間 のポーズが表現 され
,生 徒 の 多様 な個 性 の よ さが

作品 に表れ た。生徒一人一人 の感性 に基づ いて,創 造 的な表現活動 が展 開 された。

・「印材 で鉦 をっ くる」 は,天 然素材 の 「石」 に触れ,重 さ,硬 さ,模 様 の 美 しさ,磨 い た光

沢 な どを体 験 しなが ら加工す る ことで,石 に対す る抵抗感 をな くさせ ることが学 習 の効果 を

あげ た。
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デザイ ン ・工芸

「デザ イ ン ・工芸』 における素材を考え るとき,必 ず 『用 と美』 の要素 を取 り入 れ な けれ ば

な らない。身近 な材料(素 材)の 中 には,「 用 と美』 の実現可能 につなが るものが ある。

こ うした考 えを基 に ここで は,親 しみやす い身近 な素材 〈題材 ・材料〉 を取 り上 げ,さ らに

実際の制作 に入 る前 の発想 ・構想 の段階 を重視 し,ア イデアスケ ッチだ けで な く,模 型作 りを

構想 を確か め る手段 として取 り入 れ,素 材 に興味 ・関心 を もたせ ることを重視 した。

身近な素材 〈題材 ・材料〉について

1.身 近な素材 〈題材〉

「デザイ ン ・工芸』 の表現制作 と他 の内容(絵 画及 び彫刻 など)と の違 い は,実 際 に使 用 す

る とい う 《機 能》(=《 用》 と 《美》)に あ る。完成 した作品 は自分(も しくは他者)が 使 う。

これは造形 活動 の大 きな原動力 になる。生徒 にとって実 際に使 用で きるものが完成 し,使 用 し

たと きの充 実感,満 足感 は非常 に大 きい。 ここで は,生 徒に,比 較 的家庭 に多 くある もので,

使用頻度 の高 い ものを素材 と して選ばせ ることで造形活動 に意欲 を もたせ る事 がで きる と考 え

た。

2,身 近な素材 〈材 料〉

「デザイ ン ・工芸』 で は多種多様 な素材が考え られ る。布,紙,木 材,皮 革,土,ガ ラス,

金属,プ ラスチ ック,気 体,液 体等,そ の性質,特 徴,用 途,加 工方法 は様 々であ る。 こ こで

は,比 較 的容易 に加工 し易 い積層合板 と粘土 を選んだ。

積層合 板 は用途や機能,形 の美 しさを考 えた とき,あ る程度制約(粘 土 のよ うな可塑性 は な

い)が あ って も,描 く,切 る,削 る,彫 る,刻 む,貼 る,接 着 す る,塗 る等の行為 が容易 にで

きる。 また,仕 上が りが美 しい とい う特質が ある。

粘土 は,タ タを使用 した板づ くりを基本 に し,ビ ンやカ ンなどに巻 き付 けて成 形 し,最 後 に

表面 に模様 をっ け るよ うに した。特 に,模 様 は偶然 にで きる様 々な形 を重視 す るよ うに した。

◎

幽 階
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授業研究 一1「 洋服ハンガーの制作」

素 材:し な材 積 層 合 板600×450×15(9層)・ 板 目紙 。段 ボ ー ル

1.題 材 設 定 の 理 由

家 庭 に必 ず あ る もの で,使 用 頻 度 の高 い もの の一 っ に洋 服 ハ ンガ ー が あ る。 ハ ンガ ー と い え

ば 目 に す る もの はた いて い,外 見上,同 じ様 なパ ター ンの もの(形,材 質 等)が 多 く,装 飾 性

よ り もむ しろ機 能 性 が 重 視 され て い る こ とが多 い。 一 般 的 に は洋 服 をか け る とハ ンガー そ の も

の が見 え な くな る し,そ の上,タ ン ス等 に収 納 さ れ れ ば,室 内 でハ ンガ ー に 目 を触 れ る こ と は

な く,装 飾 性 を追 求 す る必 要 もな い。

しか し,そ ん な ハ ンガー もよ く見 る と,美 しい形 のハ ンガ ー,楽 しい形 の ハ ンガ ー な ど を 発

見 す る こ とが で き る。単 に機 能 だ けの もの もあ るが,服 を か け た と き楽 しい形 に な る もの や ハ

ンガ ー だ け で も美 しい形 の もの な ど,ハ ンガ ー に も造 形 的 に美 しか った り,楽 しか った りす る

ものが あ る こ とが わか る。

ま た,昨 今 の 住 宅 事 情 を考 えて み ると,収 納 ス ペ ー スが 少 な くな り,イ ンテ リア の充 実 に よ

り,「 みせ る』 こ との要 素 も大 き くな った。 そ の際,ハ ンガ ー ひ とつ 取 って も,自 分 だ け の ハ

ンガ ー,個 性 の 満 ち あふ れ たハ ンガ ー,装 飾 性 を兼 ね た ハ ンガ ー な どを使 い 易 く,見 る た め に

も楽 しむ こ とが で き る こ とが重 要 な要 素 とな って い る。

そ こで,中 学 生 が 《用 》 と 《美 》 を 実 感 で き る身近 な題 材 と して,洋 服 ハ ソガ ーを 取 り上 げ

た 。 材 料 と して は① 加 工 し易 く,狂 いが 少 な い,② 木 口 の文 様 が美 しい,③ 材 料 の工 夫 の 幅 が

広 い(木 目の 方 向 に よ る強 度 を 考 え な くて す む こ とか ら),こ の3点 か ら,し な 材 の 積 層 合 板

を 選 ん

だ 。

特 に,本 研 究 にお いて は,発 想 ・構 想 の段 階 を重 視 し,ア イ デ ア ス ケ ッチ の み の 発想 だ け で

な く,ハ サ ミや カ ッタ ー で容 易 に加工 で き,あ る程 度 強度 の あ る板 目紙 や段 ボ ー ルを使 い,模

型 を作 り なが ら構 想 を練 る段 階 を 組 み 入 れ,様 々 な形 を試 しな が ら追 求 す る場 面 を取 り入 れ た。

以 上 の よ うな観 点 を 中 心 に本題 材 を設 定 した 。

2.指 導 目標

(1)発 想,構 想 の段階で多 くの模型 を作 るよ うにさせ る。

② 制作 の楽 しさや完成,使 用の喜 びな どを味 わわせ,身 近 な生活用具へ の美 的関心 を高 め

させ る。

③ 使 いやす さ,美 しさを考 え,材 料 を生か して デザイ ンの工夫がで きるよ うにす る。

{4)発 想 か ら完成 まで,意 欲 的,計 画 的に制作す る態度を身 にっ けさせ る。

⑤ 用具 を適切 に使用 し,最 後 まで安全 に制作す る態度を身 にっ けさせ る。
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3.展 開 例(16時 間) ◆教師の動 き(指 導 内容 ・留意 点等)

◎生徒 の動 き(学 習内容等)

《導 入》(50分)

ハ ンガーについて知 る

↓

[ハ ンガ ーの基 本構 造]

↓

◆実際 に使用 して いるハ ンガーを持 ち寄 らせ,特 徴等 を理

解 させ る。

◎ 小人 数 の グル ー プ を作 り,各 自持 参 した ハ ンガ ー を 比

べ,用 途 ・特 徴 ・使 用 場 所 等 を話 し合 い,発 表 す る。

◇hanger(名 詞):ハ ンガ ー,衣 紋 か け

hang(動 詞);を つ り さげ る,っ るす,か け る

◆ ハ ンガ ーの基 本 的構 造 を追 求 させ る。

◎ 形 や構 造 を知 る。(必 要 最 低 限 の形)

◆ ハ ンガ ーの種 類 を知 る。

◇ 洋 服 用,ネ ク タイ専 用,子 供 用,衣 紋 か け な ど

材 料 提 示

↓

◆材料の特徴 を理解 させ る。

[し な材積 層合板600×450×15(9層)]

①加工 し易 く,狂 いが少ない。

②木 口の文様が美 しい。

③木 目の方向に よる強度を考 えな くて よい。

④軽 くて丈夫であ る。

◆材料 に余裕 を もたせた理 由

①同 じもの,又 は別の デザ インの ものを もうひとつ 作 る

ことがで きる。

② デザイ ンの幅が広が る。(形 や大 きさ)

③失敗 して もや り直 しが効 く。(安 心感 にっなが る)

参考作品提示 ◆参考作品 は機能性 と装飾性 を兼 ね備えたものを用意 した。

また,単 純 な形の もの も用意 してお く。

〈参 考作品1> 〈参考作品2>
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《展 開 》

〈発想 ・構想 の展 開〉(200分)

アイ デ ア スケ ッチ

↑

↓1-一

「±一
小

ー
…

i
l
l
l
l

i

寸

一

模型作 り②段 ボールL」

1

A
牙
ー

ー

ー

ー
ii
↓

」

へ
1

◆ こ こで大 切 な こと は,い か に生 徒 か ら自 由 な 発 想

を 引 き 出す こ とが で き るか に あ る。

◆ アイ デ ア ス ケ ッチ ・模 型 作 り① 板 目紙 ② 段 ボ ー ル

を行 い,素 材 と格 闘 させ る こ とに よ り発 想 ・構 想

を膨 らませ る 。

◎ アイ デ ア ス ケ ッチ ・模 型 作 り① 板 目紙 ② 段 ボ ー ル

を 行 い,構 想 を練 る。

[模 型 作 りに つ いて]

◆ ハ サ ミと カ ッ タ ー

♂「膨 を使 い,細 か い形

(

〈板 目紙 の作品例〉

〈段 ボールの作品例〉

一
]

や線 にと らわ れず

自由 に形 を作 って

い く。

◆段 ボ ールは実 際 に

制 作す る大 き さの

ものを作成す る。

◆ この方 法 は順序 を

問わず,自 分 に適

して いる方法 か ら

行 い,デ ザ イ ンを

ま とめて い く。

〈段 ボ ールの作 品例

〉

使 用

↑:

Ψ
・

最終チェック

ー

-

」

◎模型 に実際 に洋服 をか けてみて問題点,改 良点,

よい点 を考 え る。その結果 を元 に制作 に入 るか も

しくは,ア イデア ・模型作 りに戻 って再 考す る。

◆全 体の形 や細部 の形 のチ ェ ックを行 い,形 を整 え

「 る・

20一



〈制 作 〉(500分)

◆模型(段 ボ ール)を 型 に して,材 料 にむだ

木取 り が出ないよ うに木取 りを させ る。

↓

↓

◆電動糸 ノ コ機 の適切 な使 い方を学ばせ,け

が等 のないよ う注意す る。

◆合板を張 り合わせ厚みを もたせ る場合 に行

う。

◆ 木工用接 着剤を使用す る。

{

響㌦
ノ

ー

覧
毒
叡
轡
脚
㍉
瞬

毒馬《

碁

り

騙

藩

轡
,
㍉

汽

毒締'』、

〈制作風景〉

↓

↓

◆ 木 工 ヤ ス リ,サ ン ドペ ーパ ー な どで形 を 整

え る。

◆ 積 層 の美 を考 え る。

◆ っ や 出 しニ スで仕 上 げ る。着 色 して もよい。

〈制作風景〉

《ま とめ 》(50分)

◎実際 に洋服 をか けてみて,使 い心地を試 し,お 互 いの作品を鑑 賞 し合 う。

◆互 いの作品 のよさを学 び,認 め合 うよう配慮 す る。 また,次 の作品 や表 現 へ

の意欲 にっ なが るよ うにその作品の よさや工夫 された点 を見っ け評価す る。
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4.生 徒 作 品例

5.評 価 と考 察

生 徒 一 人 一 人 に与 え た題 材,材 料 で興 味 ・関 心 を もた せ る こ と は大 変 難 しい 。 『デ ザ イ ン ・

工 芸 』 の領 域 で は実 際 に完 成 した もの を提 示 す る こ と は効 果 もあ り,幾 つ か例 を提 示 して,機

能 や美 しさ な どの説 明 を し,興 味 ・関 心 を 高 め よ うと した 。 特 に,使 用 して い る と き と い な い

と き との2っ の場 面 が あ るよ うな もの は,例 え ば,実 際 に使 用 させ るな ど して提 示 の 方 法 に 工

夫 を した 。

今 回,身 近 な もの で使 用 頻 度 の高 い もの と して ハ ンガ ーを選 ん で題 材 と した が,生 徒 の既 成

のハ ンガ ー の形 の意 識 を崩 す の が大 変 で あ った。 しか し,一 度 崩 す と,自 由 な発 想 が 広 が り,

既 成 の イ メ ー ジを いか に崩 す か が重 要 な要 素 で あ る。
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授業研究 一2焼 き物 「L輪 ざ し」

素 材:粘 土(信 楽 ・赤 と 白)

1.題 材設定の理 由

授業 にお けるく焼 き物 〉の成 形で は手 びね り ・ひ もづ くり ・板づ くり ・ろ くろづ くりな ど

の制作方法 を巾心 に取 り上 げて きた。 この理 由は,粘 土 の特質 を生か した成形 の方 法で もあ

り,造 形活動 の楽 しさを味わわせ るのに十分 である。

これ らの基礎 ・基本 を大切 に しなが らも,新 たな工夫を加え るこ とも造形活動 の楽 しさで

あ る。 これ らの新 たな工 夫 と して,二 種類 の色 の異 なる粘土を合わせ,タ タラ板 を使 った板

づ くりを基本 に し,の べ棒 に巻 きっ けて成形 し最後 に表面 の粘土を切 り取 って模様 をっ け る

成形 を試 み ることに した。 この偶然 で きた模様 に,生 徒 が今 まで気づか なか った美 を発見 し

た と き,焼 き物 への興味 ・関心 は高 ま るので はないか と考 え,こ の題材 を設定 した。

2.指 導 目標

(1>粘 土 の積 層 の美 し さを味 わ わ せ る。

② 模 様 の美 しさ を発 見 させ る。

(3>完 成 した と きの感 動 を味 わ わ せ る。 囎 生徒作品

3.展 開(1時 間)

課 題 把 握

・興 味 ・関 心 を もたせ る。

・制 作 のね らい を理 解 す る。

ll成 形

・2種 類の粘土 を重ねて板状 に

伸ばす。

。粘土 を の べ棒 に巻 き付 け ,底 の

・形 や模 様 の お も しろ さを 認 識 させ る 。

・完 成 を 想像 させ る。

・手 際 よ く作 業 で き るよ う理 解 させ る。

SG■Y
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10

分

部分 に も粘土 をつけ る。

・表 面 の粘 土 を銅 線 で そ ぎ取 り,

形 を 作 る。

「

す る 。

ぬ
■
◎

ぴ
　 コ

/ゾ
・
＼___)

・削 りす ぎ な い よ うにす る。

L
羅
遮

一

・か きべ らで 形 を整 え,の べ棒 ・垂 直 に立 て る。

を 抜 く。 ・形 を整 え る。

　 　 　へ 　 　 　　 　り

l

i
　

t

」

蘇
2島い

一

職 、一'

皿 作 品鑑 賞

・自他 の 作 品 を鑑 賞 し,一 人一

人 の生 徒 の もの の よ さを認 あ

合 う。

・壊 さな い よ うに注 意 。

4.評 価 と考 察

・予 想 した形 が で きた か。

・美 しい模 様 が でて い るか c

・一 輪 挿 し と して ,使 用 す る こ

とが で き るか 。
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